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 （仮）２７鈴頃～のスス暦は、２倍化暦で誤植された古代太陽暦であった。 

その史料を基に、長暦（暦）の太陰太陽暦の（現）アスス暦が編纂されていた。 !!    

 

                                      ホツマツタヱ研究家  吉田六雄 

 

まえがき 

 不知火の発生は、毎年、旧暦の八朔（旧暦８月１日）頃になるようです。今年（２０１４年）の旧

暦８月１日は、西暦（太陽暦）で８月２５日でした。この不知火が古代日本に初見されるのは、

景行天皇１８年の条の（アスス暦）５月初日頃に、「人の火ならず 知らぬ火の（ホツマツタヱ

の記述）」、また「茲知非人火。故名其国曰火国。（日本書紀の記述）」との記述が残っており

ました。だが、自然現象である「不知火」の発生月に、旧暦８月１日と（アスス暦）５月初日頃の

２つの発生月がある筈がなく、この場合は、ホツマツタヱ、日本書紀の（アスス暦、日本書紀

暦）５月初日頃の記述が「おかしい」と思われます。 

 

結論を先に述べますと、この可笑しげな不知火の発生月の記述には、２倍化暦と云う「から

くり」があり、日本書紀の研究者の間では有名な長暦（暦）と云われる紀年（日本書記の長暦

を指す言葉）の現象が悪さをしておりました。今回、その「からくり」を明らかにするため、ホツ

マツタヱの「スス暦」、「アスス暦」の解読方法を簡単に説明しながら、（アスス暦）５月初日頃

→近似日の短暦の９月１日（注一）に換算するところを説明したいと思います。 

 

（注一）不知火の発生月のアスス暦の８月朔と、短暦の９月１日の計算の違い（考察） 

（現）アスス暦は閏月の表示はありませんが、（現）アスス暦を確認した時、ある年の月日の

一部に日のヱトが３０ヱト違うことがありました。この現象は、太陰太陽暦の特有の現象です。

一般的に太陰太陽暦には、太陽暦との差を補正のため、閏月を１９年間で７回も挿入します

が、（現）アスス暦では、どの年月に挿入されたか未確認です。そのため、今回、長暦（暦）→

短暦への変換には、太陽暦の１２ヶ月を使用したため、太陰太陽暦（約３年間で１と月の補正）

と太陽暦との月の違いが計算月に、「月の違い」となって表示されると思っております。そのた

め、計算の評価は、ホツマツタヱの記述月に対し、±１と月までを近似月としました。今後、計



算月については問題点も把握しておりますので、引き続き研究することにしたいと思います。 

なお、古代の周辺の国の暦の記述より、２倍暦を提唱された講演議事録を読みましたが、

その２倍暦とは違い、この当論文は、ホツマツタヱの記述を暦の記述を数値化して、その計

算式を基に、必然的に２倍化暦→１倍化暦の計算式を構築し、現在（２０１４年）の不知火の発

生月を近似月で求めました。現在、垂仁天皇～景行天皇の御世の４件の自然現象について、

近似月日ではありますが、再現性の方向は間違ってないことを確認しております。なお、最終

的には、アスス暦、日本書紀暦の紀年の欠点がクローズアップすることになりましたが、最後

まで、ご一読して戴けると幸甚です。 

 

 

Ⅰ、長暦（暦）だったスス暦、（現）アスス暦 

平成６年３月にホツマツタヱと出合い、今年で約２０年になりました。その間の主な研究は、

ホツマツタヱ暦（スス暦、アスス暦）になります。約２０年の研究で判明したことですが、（１）ス

ス暦は、鈴・枝・穂・ヱト・大きい暦数字・月・日・季節が基本ですが、近代太陽暦で解読できる

ことでした。（２）アスス暦は、穂・月・日・ヱト・季節が基本ですが、暦法としては太陰太陽暦で

解読できることでした。また月暦の２つの１年の日数（約３８５日、約２６５日）も隠れておりまし

た。更に２つの月暦の組み合わせにより解読した結果、近代太陽暦の１年３６５．２４２２日も隠

れておりました。 

 

（注二）（現）アスス暦とは、 

ホツマツタヱに記述のアスス暦が、太陰太陽暦の長暦（暦）であることが判明して来た 

ため、記述以前の（本来）アスス暦と区別するため、識別名を設けました。 

 

【想定されるホツマ暦の変遷】 

                         （消滅）       （消滅）→今回、再現 

スス暦（１日１６穂）  → （短暦） スス暦（１日８穂）  → （本来）アスス暦 

 （古代太陽暦）   ↓                          （太陽暦に変換） 

              → （長暦） スス暦（１日１６穂） → （現） アスス暦 

                         （誤植で存続）     （太陰太陽暦に改暦）  

 

１、スス暦 

（１）１日の長さを、スス暦の穂で数える 

もう少し具体的に説明しますと、（１）スス暦においては１日の長さを、スス暦の穂で数えて

おり、その数え穂に「１日１６穂」と「１日８穂」がありました。更に（仮）２７鈴頃に、「１日１６穂」

から「１日８穂」に変更された記述がありました。だが、このことはあくまでもスス暦の記述を発

見しただけで、計算で再現できるか否かは、掴めておりませんでした。そこで、記述に準じて



「月日」の再現性を検証して見ました。計算方法としては、鈴・枝・穂で計算された大きい暦数

字を「１日の長さ」で割り算し、更に近代太陽暦の１年３６５．２４２２日で割り算し、近代太陽暦

の年月日に変換して見ました。 

その結果、（１）スス暦の初め～（仮）２７鈴までは、「１日８穂」より「１日１６穂」で計算した

「月日」の方の再現率が高くなっておりました。（２）反対に（仮）２７鈴～５０鈴までは、「１日１６

穂」より「１日８穂」の方が「月日」の正解率が高くなっておりました。このことより、１日の長さの

「数え穂」である「１日１６穂」→「１日８穂」への変更時期は、スス暦の記述の通り（仮）２７鈴頃

より変更されたことが確認できました。またスス暦の１日は「数え穂」で運用されていたことが

確定された瞬間でした。 

 

スス暦の運用、１日の数え穂の検証（まとめ）    【判定】  〇印：運用、×印：未運用 

  ２ヶ月以内 ２ヶ月以内   

  １日１６穂 １日８穂 １日１６穂 １日８穂 

鈴暦の年代 全件数 件数 件数 評価結果 評価結果 

２１鈴～２６鈴９９９枝５９穂 ６ ４ ０ 〇 × 

２７鈴～５０鈴 ５ １ ４ × 〇 

 

（２）スス暦と在位年数 

スス暦が、１日の穂で数えていたことが判明したため、その延長として、スス暦より近代太

陽暦に変換したスス暦の年表を作成して見ました。年表の上に、スス暦のカミ（神）であるア

マカミ（天神）、アマキミ（天君）、オオヤマスミ（大山祇）、モノヌシ（大物主）の出現年代を記

入し、在位年数を計算して見ました。その結果、判明したことは、（仮）２７鈴の前の在位年数

に対し、後の在位年数が極端に長い（長暦）と云うことが判明しました。 

 

例として取り上げますと、オオヤミスミ系のミシマミゾクイの約７０年間、モノヌシ系のミホヒ

コ約１１５年間、カンタチ約１０８間、ワニヒコ約１３１年間は異常に長いことがわかります。それ

に対し、同じオオヤミスミ系のサクラウチ約３４～３５（誤植訂正分）年間、モノヌシ系でもクシ

キネ、クシヒコは、約３４年間、約３２年間と現在人に近いことがわかります。なお、オオヤマス

ミ系のオオヤマカグスミ、オオヤマスミ、カクヤマツミは、約１４年～約６２年間で意見が分か

れるところです。 

 

 

 

 

 

 



2015 _7_ 5 在位年数の誤植訂正 

次頁のオオヤマスミの在位年数表、モノヌシの在位年数表の（本来）（現）の年について、

誤植（元資料からの転機ミス）が見つかりましたので訂正しました。 

 

オオヤマスミの在位年数表      記入方法：（本来）、（現）：在位年数を表す 

代 イミナ、官名 鈴暦の期間 （本来） （現） 

６代 サクラウチ ２１～２５鈴 ３４ ３５ 

アヱよりヤヱ の 中五日 （１日 八穂） ２７鈴～  

７代 オオヤマカグスミ ２５～２９鈴 １５ １４ 

８代 オオヤマスミ ２９～３０鈴 ２０ ３６ 

９代 カクヤマツミ ３０～３６鈴 ３１ ６２ 

１０代 ミシマミゾクイ ３６～４２鈴 ３５ ７０ 

平均   ２７ ４３ 

 

モノヌシの在位年数表       記入方法：（本来）、（現）：在位年数を表す 

代 イミナ 鈴暦の期間 （本来） （現） 

先代 ハナキネ ２１～２５鈴 ? ? 

初代 クシキネ ２１～２５鈴 ３３ ３４ 

アヱより ヤヱの 中五 日 （１日八穂） ２７鈴～  

２代 クシヒコ ２５～２９鈴 ２７ ３２ 

３代 ミホヒコ ２６～３６鈴 ５７ １１５ 

４代 カンタチ ３６～４９鈴 ５５ １０８ 

５代 フキネ ５０鈴 ０ （不明） ０ （不明） 

６代 ワニヒコ ５０鈴～天鈴１７０穂 ７４ １３１ 

平均   ４９ ８４ 

 

（注三） （現）、（本来）：在位年数とは、 

（現）とは、大きい暦数字を「１日１６日」で割り算し、求めた在位年数を云う。 

（本来）とは、（現）の大きい暦数字を「１日３２日」で割り算し、求めた在位年数を云う。 

 

（注四） ５代フキネは、モノヌシに就任日のみの記述のため、年数の特定不可でした。 

 

 

 

 

 



２、（現）アスス暦 

スス暦の御世→アスス暦の御世に生きた人がいました。その人の名は、６代モノヌシのワ

ニヒコです。在位期間は、スス暦の５０鈴～アスス暦の１７０穂までであり、在位年数は約１３１

年間になります。このことから、アスス暦でも異常な在位年数になっていることがわかってき

ます。このように、スス暦の御世において、在位年数が異常に長かったが、更に、アスス暦の

御世においても、スメラギ（天皇）の在位年数が異常に長い（長暦）ことが継続されていたよう

です。このことは、スス暦とアスス暦の元の暦は同じ暦法であったと云えます。 

 

だが、違うところは、（現）アスス暦を解読して見ると、長暦（暦）の上に、太陰太陽暦になっ

ていたことです。そのことを証明するように、閏月も確認され、また、１２代までのスメラギ（天

皇）の内、８人が異常であり、神武天皇は７６年間、孝安天皇８３年間、孝霊天皇１０２年間、孝

元天皇７６年間、開化天皇５６年間、崇神天皇６１年間、垂仁天皇６８年間、景行天皇９９年間

の在位年数になっておりました。 

 

 

Ⅱ、長暦（暦）に改悪されていたスス暦、（現）アスス暦の原因 

重複の説明になりますが、スス暦での「月日」の再現性調査のため、「１日の長さ」である 

「１日１６穂」と「１日８穂」で検証して見ました。その結果、１鈴～（仮）２７鈴までは、「１日１６穂」

で計算されており、（仮）２７鈴～５０鈴は、「１日８穂」で計算されておりました。だが、アマカミ

（天神）、アマキミ（天君）、オオヤマスミ（大山祇）、モノヌシ（大物主）、スメラギ（天皇）の在位

期間は、１鈴～（仮）２７鈴までは、「約３２年～３４年間の現在人並み」に対し、（仮）２７鈴～５０

鈴は、「約２５年～約１３１年間と異常に長く」なっておりました。 

このように、「１日の長さ」と「在位期間」は、（仮）２７鈴頃を境に反比例になっておりました。

この反比例になった原因を推定しますと、スス暦の（仮）２７鈴頃に「１日１６穂」→「１日８穂」が

改暦されておりました。それにも関わらず、従来道り「１日１６穂」で記録されていたと思われま

す。その後、その間違えられた史料を使用して、次の暦である（現）アスス暦が編纂されたた

め、「１日の長さ」が、「長大化（長暦）」した「２倍化暦」に改悪されているに至ったと思われま

す。更に不幸なことは（現）アスス暦を編纂する際に、近代太陰太陽暦の暦に改訂されるに

至ったため、後世の人がチエックしても、暦法としては問題なく良好であり、長暦（暦）に至っ

た原因さえも不明となり、ただ、ただ、長暦（暦）だけが残されたことでした。 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ、古代に存在した（本来）アスス暦の太陽暦の検証 

１、（現）アスス暦の長暦（暦）が、短暦（注五）に戻せない理由 

（現）アスス暦は太陰太陽暦であり、長暦（暦）であることを先に説明しました。その長暦（暦）の

原因は、（仮）２７鈴～５０鈴までの期間において、「１日８穂」で計算するところを、「１日１６穂」

で計算していたための誤植でした。そのため「長暦（暦）」になっておりました。また、「長暦（暦）」

を短暦に是正する方法としては、現在「１日１６穂」で計算されているため、元の「１日８穂」に

戻すべく、「１日３２穂」で計算し直すと元に戻ることになります。 

だが、（現）アスス暦は太陰太陽暦と説明を続けてきましたが、一つ困ったことがあります。

現在、（現）アスス暦を太陰太陽暦暦法での解読式は完成しておりません。その理由ですが、

アスス暦当時の太陽と月の動きが把握されてないため、暦法プログラムが作成できないこと

に起因しております。 

 

２、（現）アスス暦を太陽暦の長暦（暦）と見做した暦について、短暦（注五）への戻す方法 

（現）アスス暦を一次方程式で解読して行きますと、月暦が出現します。それも、月暦には、

２つの１年の日数の暦が解読されました。その解読時には、２１個の暦日をデータとして採用

しましたが、その内の７個は、記述の月名を入力しても、記述の日ヱトと計算の日ヱトが一致

せず、３０ヱト違っておりました。そこで、更に±１と月で入力しますと、記述の日ヱトと計算の

日ヱトがほぼ一致しました。この現象は、閏月の現象です。（現）アスス暦を一個の計算式で

は、太陰太陽暦の閏月の発生を求めることができませんでしたが、±１と月とすることで、閏

月を確認できるため、月暦の計算でも太陰太陽暦が確認できたと判断し作業を進めました。   

更に、その延長線上において、２つの月暦の１年の日数（約３８５日、約２６５日）を組み合わ

せた結果、現在の太陽暦の１年の日数の約３６５．２４２２日が隠れていることを掴むことがで

きました。このことで、自前の太陽暦の１年約３６５．２４２２日が把握できましたので、太陰太

陽暦での長暦（暦）→短暦に戻すことを諦め、その代わりに太陽暦において、長暦（暦）の（仮）

アスス暦→短暦の（仮）アスス暦に戻すことにチャレンジしました。 

 

（注五）短暦とは、 

 長暦（暦）に対する反語で短暦と命名しました。紙面上での短暦への変換は、アスス暦を精

査しますと太陽暦が隠れておりましたので、この太陽暦を長暦（□印）と見なしました。そして、

見なした暦について、計算により短縮した暦を短暦（△印）として表現してあります。詳細は、

（注六）を参照して下さい。 

 

（注六）本誌の長暦（暦）と短暦の暦法 

長暦（暦）とは、（太陰太陽暦＋２倍化暦）を指す。 

短暦（暦）とは、（太陽暦＋１倍化暦）を指す。 

 



表示   －印：ホツマに未記述、◎印：解読で判明、□△印：是正に使用、×印：想定なし 

 スス暦 スス暦 アスス暦 
アスス暦の 

太陰太陽暦 

アスス暦の 

太陽暦 

長暦（暦） － ◎ － ◎ □ 

短暦 － ◎ － × △ 

 

（注七）なお、日本書紀暦日原典に掲載されておりますシナ暦の儀鳳暦（７２８年シナで採用さ

れた暦）の計算式では、閏月の発生を確認し、太陰太陽暦を確認しております。 

 

３、太陽暦と見なした（仮）アスス暦を短暦（仮）アスス暦に変換する方法 

長暦（暦）の誤植原因は、「１日の数え穂」を、「１日８穂」にすべきところを、「１日１６穂」で計

算されていたため、長暦（暦）の（現）アスス暦の年月日の暦日を一旦、スス暦の大きい暦数

字に戻すことにします。その後、太陽暦になるように計算して行きます。具体的には、順を追

って、変換方法を説明して見たいと思います。 

 

（１）（現）アスス暦の記述の年月日より、太陽暦の経過日数を求め、更に「１日１６穂」を掛け 

  算し、スス暦として、長暦（暦）の大きい暦数字に変換し直します。 

 

（２）次に、その大きい暦数字を「１日３２穂」で割り算し、スス暦として、短暦の大きい暦数字に 

置き換えます。更に１年約３６５．２４２２日で割り算し、次々に、年、月、日を計算して行きま 

す。計算された月日は、短暦であるアスス暦（太陽暦）の暦日になります。 

 

（３）なお、具体的に運用として、（現）アスス暦の各年月日を長暦（暦）から短暦に変換する

「簡便法」を、下記の「長暦（暦）→短暦の変換表」に掲示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「簡便法」の使用例について、説明しますと、 

例①表左列より、アスス５８（偶数）年１月１日を選択し、あと右側に移動させ、右列の月日 

を読みますと、その数字が、短暦の７月１日になります。 

例②表左列より、アスス８０６（偶数）年５月１日を選択し、あと右側に移動させ、右列の月日 

を読みますと、その数字が、短暦の９月１日になります。 

 

長暦（暦） → 短暦へ変換する簡便表 

長暦(暦)_（現）アスス暦（変換前） 短暦(暦)_太陽暦（変換後） 

年   月 日 年   月 日 

奇数年 

春 

1 1 任意年 

春 

1 1 

  2 1     16 

  3 1   2 1 

  

夏 

4 1     16 

  5 1   3 1 

  6 1     16 

  

秋 

7 1   

夏 

4 1 

  8 1     16 

  9 1   5 1 

  

冬 

10 1     16 

  11 1   6 1 

  12 31     31 

偶数年 

春 

1 1   

秋 

7 1 

  2 1     16 

  3 1   8 1 

  

夏 

4 1     16 

  5 1   9 1 

  6 1     16 

  

秋 

7 1   

冬 

10 1 

  8 1     16 

  9 1   11 1 

  

冬 

10 1     16 

  11 1   12 1 

  12 30     31 

 

 



Ⅳ、スス暦より作られた（本来）のアスス暦は古代太陽暦だったが、その後 （現）アスス暦に 

編纂時に長暦（暦）に改悪されていた !! 

 

１、（現）アスス暦の太陰太陽暦としての問題点 

これまで、繰り返し（現）アスス暦は、太陰太陽暦であったと説明して来ました。だが、ホツ

マツタヱのアスス暦の暦日の記述を一見ますと、何処に問題があるのか不明です。そのため、

皆さんより質問があるように感じます。 

 

（１）想定質問（案） 

ホツマツタヱの（現）アスス暦であるタケヒト（神武天皇）以降の記述を見ますと、「アススの

年、月、日の記述もあり、季節の春夏秋冬もあり、七草、五月雨、初棚機、ゾロ実り、氷雨降り

も記載しており、何の疑いもないと思われますが、暦として、何処に問題があるでしょうか」 

 

（２）春夏秋冬の季節の記入より長暦（暦）の可否の確認 

今回は、月日、季節の明確なアスス暦について、丹念に調べて見たのが、下記の「アスス

暦の季節、暦日抜粋表」です。この表を見ますと、月名が記述されているが、春夏秋冬の記

述は、２４９件中３４件であり、記述率は約１３％になるようです。そして、この季節の言葉から

は、正誤を検証する方法は見つからないようです。（比較対象の事象が発見できないため） 

 

（抜粋）アスス暦、月名と春夏秋冬の言葉（単語） 

月名の記述 ホツマの記述 件数 率 

１～３月 月・春 １８ ７％ 

  月のみ ６２ ２５％ 

４～６月 月・夏 ３ １％ 

  月のみ ２５ １０％ 

７～９月 月・秋 ５ ２％ 

  月のみ ４９ ２０％ 

１０～１２月 月・冬 ６ ２％ 

  月のみ ４１ １７％ 

  月・季節なし ４０ １６％ 

合計   ２４９  １００％ 

 

（３）季節を想像させる言葉（単語）の記述より長暦（暦）の可否の確認 

季節を想像させる言葉をホツマツタヱより検索しますと、下表の１３件が見出されました。

この中で、１年に１回、または、現在でも確認できる言葉に絞って、長暦（暦）の可否を検証し

て見ようと思います。特定できる言葉としては、①七草、②ゾロ実り、③河内狭山は 水足らず、



④人の火ならず 知らぬ火の、例を挙げられます。その中でも、一般的には見聞きしない言葉

の③河内狭山は 水足らず、④人の火ならず 知らぬ火の、を優先し検証して見ようと思いま

す。 

（抜粋）アスス暦、季季節を想像させる言葉（単語） 

季節 アスス暦の年代 アスス暦の記述 年１回 現認 

  ・年代特定できず つむじ風 × × 

  ・年代特定できず 氷雨降り × 〇 

 （58年）年サナト 初日サヤエに 古事記し奉る。①七草ミソも・・行われ  〇 〇 

  （60年）３穂の   サミダレ 四十日降り  （月日：不明） × × 

 ・年代特定できず サミダレ 六十日降り 早苗みもち × × 

夏 （5１2年）９穂の夏  雨四十日降り        （月日：不明） × × 

  （627、628年?）メ（１0）月初日に ②ゾロ実り 〇 〇 

  （682年）62年天フミ（7）月 ③河内狭山は 水足らず 〇 〇優先 

  （695年）７穂フ（7）月 初日 初棚機（七夕） 〇 × 

  （7１4年）（ナ・9月）１７日の夜 ゾロ析り 雨風の節 × × 

  （752年）64年  五月雨四十日 降り続き（月日：不明）  × × 

  （806年）（１8年）サ（5）月初日 ④人の火ならず 知らぬ火の 〇 〇優先 

 （829）ム（睦）月スエ八日 ⑤ミユキ（深雪）降り追加 2014_11_28 〇 〇追加 

春 （833、834年?）四十六穂の春 ①七草の            （月日：不明） 〇 〇 

（注八）表中の（ ）内の数値などは、筆者が後述した。 

 

（４）自然現象の発生月と違う、（現）アスス暦の記述月 

この③河内狭山は 水足らず、④人の火ならず 知らぬ火の、言葉について、上表を良く眺

めて見ますと、何処にも落ち度があるとは思われないようです。だが、詳細に見て行きますと、

現在の自然現象の発生月と違う、（現）アスス暦の記述月になっていることに気付きます。 

 

（抜粋）アスス暦の記述 

（682年）６２年天フミ（7）月 ③河内狭山は 水足らず 〇 〇優先 

（806年）（１8年）サ（5）月初日 ④人の火ならず 知らぬ火の 〇 〇優先 

 

③河内狭山は 水足らず  

アスス暦６８２年、崇神天皇の御世６２年の７月に、天皇より「河内狭山は 水足らず・・・池 

掘らん」との勅があったとの記述です。その河内狭山の所在地を捜しますと、現在の大阪府

大阪狭山市のことになるようです。そこで、大阪狭山市の年間降水量（大阪府で代表）を調べ

ますと、旧暦（明治５年以前の暦を云う）の７月（太陽暦８月）、１０月（太陽暦１１月）～２月（太

陽暦３月）は、降水量が少ないようです。そのため、大阪狭山市には、沢山の溜め池が存在し



ます。そうしますと、「河内狭山は 水足らず・・・・池 掘らん」が記述されていた月は、アスス

暦では、７月であり、旧暦７月に一致します。だが、旧暦７月（太陽暦の８月）は、１と月間は少

ない雨量ですが、次の旧暦８月（太陽暦の９月）には、多量の雨が降るようで、「水足らず」に

はならないようです。むしろ、旧暦の１０月（太陽暦１１月）～旧暦の２月（太陽暦３月）までの冬

の降水量が少ないことから、旧暦の５～６月（太陽暦４～５月）の稲作時の水量が不足するた

め、「河内狭山は 水足らず・・・・池 掘らん」との記述になっているようです。この地区には大

きな河川が少ないことからも推測されます。 

 

そこで、前述の「長暦（暦）→短暦の変換表」より、短暦の暦日に変換しますと、アスス暦  

６８２（偶数）年７月の「河内狭山は 水足らず・・・池 掘らん」の記述は、本来、短暦の１０月の

雨が少ない時期のことを指していたことになります。このように、（現）アスス暦は、一見問題

ないように思われますが、長暦（暦）であったことが証明され、また、（本来）のアスス暦は、短

暦であったことが証明されたようです。 

 

大阪狭山市を含む大阪府の降水量           単位：mm、  （省略：閏月は未反映） 

旧暦の月 １２ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ 平均 

（太陽暦） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２  

降水量 43 58 99 １2１ １39 20１ １55 99 １74 １09 66 37 １08 

 

④人の火ならず 知らぬ火の （景行天皇、九州巡幸）         

「人の火ならず 知らぬ火の」内容は、景行天皇が八代海を航行する時に、今で云う「不知

火」が見えたとの記述です。アスス暦では、アスス８０６年、景行天皇の御世１８年のサ（５）月

の初日の記述になります。更に、八代海の「不知火」について、調べますと現在でも自然現象

として発生していると云うことです。（不知火のＨＰで確認済） その「不知火」は、旧暦の８月１

日（太陽暦２０１４年８月２５日、２０１５年９月１３日、）頃の夜に「不知火」が見えるとのことです。 

そうしますと、「不知火」の発生する月が、アスス暦と現在の月では、５月初日と旧暦の８月

１日（太陽暦、８月２５日、９月１３日）で違うことになります。だが、自然発生する「不知火」の発

生月に２つもある筈がなく、アスス暦の５月の記述がおかしいと思われます。そこで、前述の

「長暦（暦）→短暦の変換表」より、短暦の暦日に変換しますと、アスス８０６（偶数）年５月は、

短暦では ９月１日（注一）のことになります。このことより、（現）アスス暦は、長暦（暦）であっ

たことが証明され、また、（本来）のアスス暦は、短暦であったことが証明されたようです。 

 

④関連、 マエ山の アワ岬見て （景行天皇、九州巡幸） 

更に、アスス８０６年、景行天皇の１８年の巡幸の話を続けますと、「不知火」を５月初日に

見て、７月４日にタカタ宮、そのあと八女を越えて、「マエ山の アワ岬見て」、８月には福岡県

のイクバ村に到達されたとの記述です。その間の７月４日～８月のことです。景行天皇は、八



女を越えて、長崎県島原半島にある「マエ山（眉山）の アワ岬（大三東）見て」を、約５０～６０

Ｋｍ向こうに見られたとの記述です。九州の有明海沿いの現太陽暦の７月４日～８月は山に

は雲が湧き、遠方の島、山が見られるチャンスは少ないのですが、景行天皇は、一度の巡幸

で幸運にも見られたとの記述です。この景行天皇の巡幸の７月４日～８月を短暦に変換して

見ますと、天高く、空気も澄み切った秋・初冬の１０月２日～３１日頃に相当します。 

私は、この２０年間、九州に関するホツマツタヱ伝説を捜しておりますが、２０１４年９月４日

のこの日も、ＨＰで探索しておりました。すると、福岡県八女市のあるＨＰに、「晴れた日には遠

く有明海や島原半島も望むことができる」との掲載を目にしました。そこで、直接に八女市の 

ＨＰの方に電話で確認しました。すると、「秋の晴れた日は、遠くにぼんやりと見える」とのこと

でした。この結果からも、景行天皇の巡幸時の季節は秋～初冬の頃であったと思われ、また、

景行天皇の巡幸時に使用されていた暦は、（現）アスス暦であり、長暦（暦）であったことが証

明され、また、（本来）のアスス暦は、短暦であったことが証明されたようです。（蛇足ですが、

私は島原市の出身者になります。） 

 

④関連、 日本書記の「不知火」の記述 

「不知火」については、日本書紀にも記述されており、記述の月は、ホツマツタヱとの記述

と同じ５月になっておりました。このことから、日本書紀暦も長暦（暦）であったようです。 

 

（日本書紀の記述の抜粋）      

《景行天皇十八年（戊子八八）五月壬辰朔》五月壬辰朔。従葦北発船到火国。於是日没也。

夜冥不知著岸。遥視火光。天皇詔挟杪者曰。直指火処。因指火往之。即得著岸。天皇問其

火光之処曰。何謂邑也。国人対曰。是八代県豊村。亦尋其火。是誰人之火也。然不得主。茲

知非人火。故名其国曰火国。 （引用ＨＰ：朝日新聞インターネット「日本書紀」項） 

 

⑤ミユキ（深雪）降り                             2014_11_28_深雪降追加  

 全ホツマツタヱの文中において自然現象に関し月日が明確な項目は、３件と思っておりまし

た。だが、日本書紀では、「夏に雪が降った」との記述があると聞いていたため、そう云えば、

ホツマツタヱにも景行天皇４１年の条に「雪が降る」との記述があったのを忘れておりました。 

 

（記述の抜粋） ３９アヤ（紋）８４ 

（天鈴８２９年）ム（陸）月末八（２８）日 ミユキ（深雪）降り  君、橇に召し 行き至る 

この天鈴８２９年ム（陸）月末八（２８）日を、短暦に変換ますと、冬の１月１５日になり、   

「ミユキ（深雪）降り」の時期とも一致します。このように４件目からも、（現）アスス暦の故意の

記述は否定され、（本来）の暦は、短暦の古代太陽暦であったことが立証されるようです。  

     

 



① 七草ミソも、七草の 

「七草」の記述は２件ありました。それぞれを短暦の月に変換しますと、「５８年サナト 初日

サヤエ」の記述は、月の記述がありません。そのため、七草より（仮）に１月と仮定し、短暦で

計算します。すると、アスス暦の記述と違い短暦では、７月になります。もう一方の「四十六穂

の春」を８３４年になります。たが、月日が未記載です。そのため、七草より（仮）に５８年、また

は８３４年の１月と推定し、短暦で計算しますと７月になります。７月では「七草」の言葉は不適

切のようです。また、８３３年と仮定しますと１月に計算されます。混乱の原因は、「七草」の記

述に対し月、日が未記載であることにその原因があるようです。（未記述月日の不採用：８月

の初日もあり特定不可） 

 

（58年）年サナト 初日サヤエに 古事記し 奉る。七草ミソも・・行われ  〇 〇 

（833、834年?）四十六穂の春 七草の 〇 〇 

 

① `八月初日に 生る初穂                    2014_12_18八月初日生る初穂追加 

 前述の七草の項で取り上げました、「５８年サナト 初日サヤエ」の記述と同じ、「初日」に関

連する内容です。前述では、（未記述月日の不採用：８月の初日もあり特定不可）と記載しま

したが、８月の初日をホツマツタヱに遡って読んで見ますと、１５アヤ（紋）１９～２４に記述さ

れております。その原文訳は、スス暦の御世の「ウケモチ（保食神）が 八月初日に 生る初

穂 トヨクンヌ（豊国主尊）に 奉る」との記述です。また、スス暦の何年であつたかは不明で

すが、８月初日の記述は貴重な存在です。 

１５アヤ（紋）１９～２４  

クニトコタチノ                  クニトコタチ（国常立）の 

アメマツリ ミケハコノミカ     天祭る       御食は木の実か 

クニサツチ ウムウケモチノ    クニサツチ     生むウケモチ（保食）の 

ヤヨノマコ イマノカダナリ      八代の孫      今のカダ（加太）なり 

ウケモチガ ハヅキハツヒニ    ウケモチが     八月初日に  

ナルハツホ トヨクンヌシニ     生る初穂      トヨクンヌ（豊国主尊）に 

タテマツル キミハカシキノ     奉る         君は赤白黄の 

ユフニキテ アメナカヌシノ     木綿和弊      天中節の 

カミマツル ゾロノホヅミノ     神祭る        ゾロ（稲）の穂積の 

ミケモマタ ウスツキシラゲ     御食また      臼搗き白げ 

ハツヒニハ カユトシルトゾ     初日には      粥と汁ぞ 

  

なぜ、「八月初日に 生る初穂」に拘るかと云いますと、この八月初日をアスス暦と同じ月

日と見なしたとします。そこで、「八月初日」を２倍化された（現）アスス暦→１倍化に変換した

（短暦）のアスス暦に変換しますと、（現）アスス暦の奇数年では、短暦では４月１６日になり、



偶数年では、短暦の１０月１６日になります。そこで、短暦の１０月１６日（注一参照）だけに  

焦点を当てますと、新嘗祭（現在は１１月２３日）の月日に近い日が求められます。 

このようにホツマツタヱの暦の詳細がわかってきますと、現在の新嘗祭（現在は１１月２３日）

と云う儀式の原点は、１５アヤ（紋）１９～２４の「ウケモチ（保食神）が 八月初日に 生る初穂 

トヨクンヌ（豊国主尊）に 奉る」に源流があったのでは? と思われます。 

 

② ゾロ実り 

 「ゾロ実り」の記述は１件のみですが、短暦の月に変換しますと、「６２７年メ（１０）月初日」

の記述は短暦の５月になります。「ゾロ実り」を秋の実りの収穫と仮定しますと、短暦の８～９

月の時期に一致ないようです。また、「６２８年メ（１０）月初日」と仮定しますと、「１１月」になり

ます。もう少し、研究が必要なようです。 

 

（627、628年?）メ（１0）月初日に ゾロ実り 〇 〇 

 

Ⅴ、まとめ 

（仮）２７鈴頃～のスス暦は、２倍化暦で誤植になっていた古代太陽暦であった。その史料

を基に、（景行天皇以降に）長暦（暦）の太陰太陽暦の（現）アスス暦が編纂されていた。!! と

のテーマを掲げて、原稿を書き始めましたが、今回の調査結果からも、（現）アスス暦の（本来）

の暦は、短暦の古代太陽暦であったことが、益々、濃厚になって来たようです。 

 

自然現象４件と短暦（１倍化暦）の再現性（まとめ）                               

今回の自然現象の記述は、垂仁天皇～景行天皇間に記述されていた４件でした。その４件

の発生月をホツマの記述月より、２倍化暦（長暦）→１倍化暦（短暦）に変換し計算し直します

と、ホツマの記述月より計算月の方が、自然の発生月に近く、ほぼ再現するようです。 

 

【再現事例】 

ホツマの記述 ホツマ 評 計算 評 大阪府 

③ 河内狭山は 水足らず 記述月  短暦の月  雨少い月 

（大阪狭山市） ６８２年７月初 ＜ １０月１日 ≒  新１１月～３月 

狭山は溜め池が多い       

 

ホツマの記述 ホツマ 評 計算 評 八代海 

④ 知らぬ火の 国と 記述月  短暦の月  不知火発生 

（熊本県八代海） ８０６年５月初日 ＜ ９月１日  ≒  旧８月朔 

景行天皇の巡幸記より     ２０１４年 新８月２５日 

     ２０１５年 新９月１３日 



ホツマの記述 ホツマ 評 計算 評 島原半島 

④ マエ山 アワ岬見て 記述月  短暦の月  良く見る季節 

（福岡県八女市より） ７月４日～８月 ＜ １０月２日～３１日 ≒ 秋～冬朝  

八女～有明海～島原半島間は、約５０～６０

kmの距離になります。 

     

 

ホツマの記述 ホツマ 評 計算 評 奈良市  

⑤ ミユキ（深雪）降り 記述月  短暦の月  日代宮 

景行天皇の御世４１年 陸月２８日 ≒ １月１５日 ＝ 冬 

 

スス暦の御世         （注九） スス暦を（現）アスス暦の月日と見なして計算した場合 

ホツマの記述 ホツマ 評 計算 評 宮中の儀式 

①`八月初日に生る初穂 記述月  短暦の月  新嘗祭 

ウケモチが豊国主尊に

奉る（新嘗祭の原流か） 

８月初日 ＞ 

＜ 

４月１６日 

１０月１６日 

× 

≒ 

勤労感謝の日 

新１１月２３日 

 

重複しますが、大阪狭山市の「水足らず」の時期の違い、また、八代海の「不知火」など、自

然現象として、毎年、決まった頃に出現するのに対し、ホツマツタヱの記述には、自然現象の

出現時期が違う記述がされているようです。このように、人間の力が及ばない自然現象から

見ても、（現）アスス暦の故意の記述は否定され、（本来）の暦は、短暦の古代太陽暦であっ

たことが立証されるようです。なお、七草、ゾロ実りに関してはアスス暦の年代の研究が必要

なようです。 

（以上） 

 


